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『Ｐｒｅｓｅｎｔ』の誌面が２０２１年４月号より、
フルカラーとなります。
本文の写真やイラストも一層華やかになり、
さらに見やすい誌面となります。
引き続き、ご愛読をよろしくお願いいたします。

※表紙はイメージになります。

２０２１年春季から段階的にリニューアル予定。ご期待ください！
（本誌巻頭ページをご覧ください）

毎年１月から大会開催のお知らせを開始し、２月号からは参加者募集を開始し
ておりましたが、コロナ禍の影響を受けまして、現在、５月２８日（金）の開催に
向けた検討を鋭意進めております。
内容が確定次第、改めてご案内させていただきますので、今しばらくお待ちいた
だきますようお知らせいたします。

２０２１ＪＡＩＦＡ年次大会ｉｎ広島実行委員会

累計総額　5億5,290万8,633円
令和2年度募金現在額は579 万2,835円です （令和 2年 12月31日現在）

Ｐｒｅｓｅｎｔは２０２１年４月号より、
冊子版、電子版ともフルカラーでお届けします！

広島城

生命保険の学習サイトJAIFA学習帖ご活用ください

『Present』4月号は、スマートフォンでも読むことができます。
JAIFA はこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます。

もっと元気よく

日本を

www.jaifa.or.jp

公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

昭
和
41年

5月
20日

第
3郵
便
物
認
可
　
令
和
3年
4
月
1日
発
行（
毎
月
1回
1日
発
行
）第
4
号
第
59巻

ＪＡＩＦＡのウェブサイトが生まれ変わります！！

「２０２１年次大会ｉｎ広島」大会についてのお知らせ
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JAIFA は、
withコロナ時代の訪れに対応。

オンラインイベントや
セミナー配信はもちろん、
非対面の情報発信を
ますます充実させていきます！

※デザインは開発中のイメージです。

JAIFA ホームページには有益情報が沢山掲載されています。
一般の方にも会員にも更に活用してもらえるよう……

JAIFA ホームページには有益情報が沢山掲載されています。
一般の方にも会員にも更に活用してもらえるよう……

2021年、JAIFAのウェブサイトが

生まれ変わります！！
2021年、JAIFAのウェブサイトが

生まれ変わります！！

2021年春季から段階的にリニューアル予定。
ご期待ください！

スマホや
タブレットでの
表示も最適化！

イベント・セミナー情報が検索しやすくなります。
オンラインセミナーもすぐに探せる！
イベント・セミナーのページから直接申し込みまで
完結できるので、会員、一般の方も参加しやすくなります。
もちろんスマホの表示にも最適化。いつでもどこでも最新情報を見逃しません。

各地方協会のイベント・セミナー情報に
直接参加申込ができ、ネット決済にも対応予定！

この広報誌「Present」の記事を、ウェブサイトにも掲載していきます。
公益社団団体として広くお知らせしたい有用な知識を、みんなで共有しやすくなり
ます。『この記事、わかりやすいからあの人にも読んでほしいな…』と思ったら、
LINEで直接お知らせしたり、URLを送ったり。FacebookやTwitterで拡散も簡単。
会話のきっかけとしてもご利用ください。

広報誌『Present』をウェブ掲載！
PDF版と違い記事単位での共有が可能。
みんなにお知らせしやすくなります！
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毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

2 月追加予定：【法人への提案】事業承継の
勘所 自社株とは何ですか？

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
2 月追加予定：個人 No.07 持戻される贈与
財産と持戻されない贈与財産とを区別でき
ていますか？

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
2 月追加予定：【法人】福利厚生プラン

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに  
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保険労務士などの
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

過去の記事もこちらから見られます。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

注目の記事

11月２日から特別公開！
公的保険アドバイザー協会

「公的保険入門セミナー」
動画を特別公開！ !



白水性一
昭20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4・13

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

新年から良いスタートを切れているあな
たですが、2月はセオリー通りに動きましょ
う。基本が大事な時。全ての規則に従い
ましょう。ビジネス運は無理をしないで現
状維持を守り、旧知の顧客へのアプロー
チをしっかりし、旧交を温めて。金銭運
は期待できないですが副収入の望みあ
り。社交運は周囲とのギクシャクに注意。
開運★東大吉方位～新年のご挨拶に東の神
社に参詣。（発展の祈願はすぐに千客万来の
運気がやってくる）

保険月の今月は盛運の中で過ごせます。
運勢階段の始まりの月ですから、一気に
は物事が進みません。あなたの持ち味
通りにじっくり取り組みましょう。ビジネ
ス運は周囲に尽くす事が刈り取りするの
に早道です。金銭運は現状維持に徹して
ね。社交運はお誘いの話が多くなりそう
です。
開運★西大吉方位～ここで飲食を是非（鶏肉
が吉）。（営業成績がアップ、営業利益が上が
る、紹介が出る）

躍進できる大切な 1ヵ月です。自分の
考え方や行動は的確な判断ができます。
周囲の言葉より自分優先で行動する方が
成果に結ぶでしょう。ビジネス運は再生
復興を狙うのが吉。放置してある案件に
風をいれて再生させましょう。金銭運は
営業利益に結ぶのですが、次月からの収
益です。社交運は千客万来で人気が出
ます。
開運★南大吉方位～南の神社にお詣りして。（良
い情報が入る、永年抱えていた案件が世に出る）

物事の整理整頓ができる時。今月はあな
たの願いが叶う時ですが、いつもよりも
欲が出て物事を渋滞させそう。自分の考
え方や行動はピンボケですから、周囲と
協力体制で活動してね。ビジネス運は良
いか悪いか 2択です。欲を抑えて成果に
しましょう。金銭運は現状維持。無駄遣い
をしないように。社交運も現状維持です。
開運★南大吉方位～ここで活動開始する。（良
い情報が入る、修復が可能になる、案件事項
再開する）

昨年度から追い上げてきた運気は、勝
利の運勢階段の最上階で過ごす時です。
折角頑張った運気を落とさないように。
ビジネス運は自分の足許を固めて内面の
力を強化させることに専念しましょう。金
銭運は良好です。社交運は新しい動きは
ないです。今月のバーゲンセールにはツ
キあり。

開運★東北大吉方位～遠方泊まりの旅行を。
（親類身内からの支援や恩恵がある大吉方位）

活動の GOサインが出ている今月は、
誰よりも軽いフットワークで走れるはずで
す。自分の考え方も的確で、行動力も
最善を出せる状態で、ビジネス運はビッ
グチャンスに恵まれます。「動いて、動い
て」が与えられたテーマの月ですが、体
調管理をしながらゴールを目指して。金
銭運は申し分ないです。社交運はお預け。

開運★西大吉方位～家族や友人と食事会を。
(ビジネスの営業利益アップ、紹介話が来る )

闘い済んで、くたびれての感があるあな
た。大事な重要月なのに中々お仕事モー
ドに切り替えができませんが、幸い自分
の運気も周囲のあなたを取り巻く状況も
最高に良い運気。ビジネス運は周囲の
方々へ、日頃のお礼に会食で運をアップ
させ紹介を出していただきましょう。金
銭運は最高の時です。社交運はほどほど
に。
開運★北大吉方位～この方位の温泉に。（家族
や周囲との絆が芽生える、あなたが評価される）

昨年までの流れの悪さに、運気の流れ
を変えたいと思っていませんか？変身願
望の強い今月は、何かと流れを変えたく
なっているはずです。現状維持を守り、
変革しては駄目ですよ。ビジネス運は見
直しや相続の商品を提供していきましょ
う。金銭運は古い支払いの催促あり。
社交運は懐かしい旧知の人との交流や再
会があります。
開運★南吉方位、ここで活動を。（仲違いし
た友の修復や疎遠の友達との再会あり）

離合集散の月。職場や家族、親戚、友
人達との別れの時を過ごします。どんな
ときでも顔を出しておきましょう。チャン
ス到来です。ビジネス運は親しい人との
今後の設計や、別れていく友には安全保
障の商品などを勧めるチャンス到来の時
です。金銭運は散財注意の月です。社
交運は復活や再会が見込まれます。
開運★東大吉方位、ぜひ東の神社に参詣祈
願を。（躍進ができる、良いスタートが切れる、
元気になる）

2021年 2月節

2.3▶3.4



「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2021 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

CON T E N T S

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02 特集  
第 5 回　ニッポンの伝統文化

     毎日食べたい「発酵食品」　　　　　
その驚きのパワーとは !?

06 第 5 回　身近なサイエンス
 漂白剤

08 第 70 回　ゼロから学ぶ税金講座
 簡単にできる「医療費控除」

10 第 218 回　ありがとう生命保険   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「運転席からの眺め」
 愛知県 刈谷市立朝日中学校　3 学年　重野 颯吾

12 第 47 回　社会保険 Q&A
 マイナンバーカードと健康保険証

13 第 107 回　桐生純子の愛され力   
コミュニケーション術

  【素敵な人になるヒント】 
～画面越しのコミュニケーション～

14 第 111 回　心のかけはし
 人との面談を大切にしてきた今までから
　　 新しい営業様式への転換で　　　　　　　　

アプローチを広げる
 
18 お役立ち情報

安心・便利に活用しよう！
マイナンバーカードを持つメリット

20 第 119 回　思わず伝えたくなる！   
お金にまつわるエトセトラ

 宝くじの当せん金に　　　　　　　　　　　
税金がかかるケースとは？

政府は新型コロナウイルスの感染状況が過去最悪の水準となっていることを受け、国民に対してさらなるコロナ対策の
協力を呼び掛けています。下記サイトを参考に、改めて、一人ひとりができる対策をまとめてご紹介します。

首相官邸 HP より「新型コロナウイルス感染症に備えて～一人ひとりができる対策を知っておこう～」
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html
※詳しくは首相官邸のホームページを参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために　

01 2021  |  February



ニッポンの
伝統文化

特集
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す
と
い
う
点
で
は
同
じ
現
象
な
の
で
す
。
両

者
が
区
別
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
新
た
に
生
成

さ
れ
た
物
質
が
、

人
間
に
と
っ
て

「
害
が
な
い
か
、

あ
る
か
」
の
違
い

で
す
。

発
酵
は
、
素
材

の
味
や
香
り
な
ど

を
、
人
に
と
っ
て

有
益
な
も
の
に
変

化
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
一
方
で
腐
敗

は
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
を
分
解
し
て
、
硫
黄
水
素

や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
腐
敗
臭
を
発
生
さ
せ
、
食

べ
ら
れ
な
い
有
害
な
も
の
に
変
化
さ
せ
て
し
ま
う

の
で
す
。

発
酵
を
促
す
微
生
物
と
は

発
酵
を
促
す
微
生
物
と
は

肉
眼
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
極
め
て
小

さ
な
生
き
物
を
総
称
し
て
「
微
生
物
」
と
い
い
ま

す
。
発
酵
を
促
す
代
表
的
な
微
生
物
に
は
、「
乳

酸
菌
」「
麹
菌
」「
酢
酸
菌
」「
酵
母
菌
」「
納
豆
菌
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
発

酵
菌
」
と
も
呼
び
ま
す
。

毎
日
食
べ
た
い「
発
酵
食
品
」

そ
の
驚
き
の
パ
ワ
ー
と
は
!?

醤
油
や
味
噌
、
パ
ン
や
バ
タ
ー
、
そ
し
て
ビ
ー
ル
や
日
本
酒
な
ど
…
…
。

和
食
・
洋
食
を
問
わ
ず
、
発
酵
食
品
を
口
に
し
な
い
日
は
な
い
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
材
を
異
な
る
風
味
に
変
え
、
食
べ
て
美
味
し
く
、
健
康
や
美
容
効
果
に
も
注
目
が
集
ま
る

「
発
酵
」
の
世
界
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

5
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ニッポンの
伝統文化

特集発
酵
食
品
の
歴
史

発
酵
食
品
の
歴
史

発
酵
食
品
の
始
ま
り
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
ア

ル
コ
ー
ル
が
起
源
だ
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で

す
。
そ
の
中
で
も
最
初
の
酒
は
、
猿
が
木
の
穴
に

た
め
て
お
い
た
果
物
が
、
自
然
発
酵
し
て
で
き
た

「
猿
酒
」
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
見
た
古
代
の
人
々
が
、
生
活
の
中
に
発
酵
食

品
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
で
の
発
酵
食
品
の
歴
史
を
見
る
と
、
縄
文

時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
頃
は
、
穀
物
や

木
の
実
を
口
に
入
れ
て
噛
み
砕
き
、
そ
れ
を
吐
き

出
し
た
も
の
を
容
器
に
入
れ
て
放
置
し
、
発
酵
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
唾
液
中
の
デ
ン
プ
ン

分
解
酵
素
が
、
デ
ン
プ
ン
質
を
分
解
し
て
ブ
ド
ウ

糖
に
変
え
、
空
気
中
の
酵
母
を
栄
養
源
に
発
酵
す

る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
生
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が

「
口
噛
み
酒
」
で
す
。

弥
生
時
代
に
入
る
と
、
米
飯
に
カ
ビ
の
生
え
た

も
の
を
原
料
と
し
、
発
酵
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、こ
れ
が「
麹
」で
す
。こ
の
麹
に
よ
っ

て
、
醤
油
や
味
噌
の
原
型
で
あ
る
醤

ひ
し
お

な
ど
、
発
酵

を
利
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
嗜
好
品
が
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

時
代
は
進
み
、
室
町
時
代
に
は
酒
造
り
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
酒
造
に
は
、
雑
菌
の
混
じ

ら
な
い
品
質
の
高
い
麹
菌
が
必
要
と
さ
れ
ま
す

が
、
麹
を
専
門
に
製
造
す
る
「
種
麹
屋
」
と
い
う

職
業
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
種
麹
屋
は
、
酒
造
屋
だ

け
で
な
く
、醤
油
屋
や
味
噌
屋
に
も
麹
を
供
給
し
、

日
本
の
発
酵
食
品
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
酵
食
品
、
驚
き
の
効
果
は
？

発
酵
食
品
、
驚
き
の
効
果
は
？

そ
も
そ
も
、
食
材
を
保
存
す
る
知
恵
と
し
て
受

け
継
が
れ
た
の
が
発
酵
で
す
。
た
と
え
ば
、
発
酵

菌
が
作
り
出
す
酸
は
、
食
品
に
入
り
込
も
う
と
す

る
腐
敗
菌
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
、
保
存
性
が
ア
ッ
プ
し

ま
す
。
し
か
し
、
発
酵
の
メ
リ
ッ
ト
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。

食
品
が
発
酵
す
る
と
、
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ

て
、
発
酵
前
に
は
な
か
っ
た
食
品
独
特
の
旨
味
や

香
り
が
引
き
出
さ
れ
、
発
酵
食
品
の
お
い
し
さ
を

作
り
出
す
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
チ
ー

ズ
や
ワ
イ
ン
な
ど
は
、
原
料
と
は
違
う
美
味
し
さ

が
実
現
し
た
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

発
酵
の
過
程
で
は
新
た
な
成
分
が
加
わ
る
こ
と
で

栄
養
価
が
ア
ッ
プ
す
る
と
い
っ
た
側
面
も
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
、
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
、
人
の
体

に
消
化
・
吸
収
さ
れ
や
す
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
。
発
酵
前
の
食
品
を
そ
の
ま
ま
食
べ
る
よ
り

■発酵菌の働きと代表的な食品

菌の種類 菌の働き 菌が関係する主な食品

乳酸菌 食品中の乳糖やブドウ糖など、糖類を栄養源に、乳酸を
生成する

ヨーグルト、チーズ、
漬物

麹菌 加熱した穀物に繁殖するカビの一種で、タンパク質な
どを分解する酵素を生成する 日本酒、味噌、醤油

酢酸菌 アルコールや糖類を栄養源とし、酢酸に変化させる菌
の総称 米酢、ナタ・デ・ココ

酵母菌 発酵の過程で糖を分解し、二酸化炭素とアルコールを
生成する パン、ワイン、日本酒

納豆菌 加熱した大豆に加えて発酵させると、タンパク質を分
解しアミノ酸を生成する 納豆
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も
、
発
酵
食
品
の
方
が
身
体
へ
の
負
担
が
軽
く
な

る
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
食
材
の
成
分
を
分
解
し
、
変
化
さ

せ
る
こ
と
で
保
存
性
や
栄
養
価
の
メ
リ
ッ
ト
と
と

も
に
、
お
い
し
さ
を
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
の
が
発

酵
食
品
の
魅
力
で
す
。

さ
ら
に
健
康
・
美
容
効
果
も
！

さ
ら
に
健
康
・
美
容
効
果
も
！

発
酵
食
品
の
効
果
は
、
保
存
性
や
栄
養
価
な
ど

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
健
康
や
美
容
面
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
効

果
の
代
表
的
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●

免
疫
力
を
高
め
る
効
果

免
疫
力
を
高
め
る
効
果

人
の
腸
内
に
は
、
約
１
０
０
兆
も
の
菌
が
存
在

し
、
そ
の
種
類
に
は
「
善
玉
菌
」「
悪
玉
菌
」
そ

し
て
善
玉
・
悪
玉
の
ど
ち
ら
か
の
菌
に
な
る
「
日

和
見
菌
」
が
あ
り
ま
す
。
悪
玉
菌
が
増
え
る
と
、

便
秘
や
免
疫
力
の
低
下
に
よ
る
肌
荒
れ
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。

発
酵
菌
の
中
で
、乳
酸
菌
や
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
は
、

善
玉
菌
を
助
け
て
悪
玉
菌
を
減
ら
す
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
納
豆
な
ど
は
、
こ
れ
ら
の

菌
を
含
み
ま
す
の
で
、
食
生
活
の
中
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
免
疫
力
を
高
め
、
健
康
な
体
作
り
の
効

果
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
そ
の
際
に
は
、
オ
リ

ゴ
糖
や
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
食
品
を
同
時
に
摂

る
と
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

効
果
的
な

発
酵
食
品

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
、
納
豆
、
漬
物
、

味
噌
な
ど

●

代
謝
を
促
進
す
る
効
果

代
謝
を
促
進
す
る
効
果

加
齢
が
進
む
と
、
若
い
頃
と
同
じ
よ
う
に
行
動

し
て
も
痩
せ
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
基
礎

代
謝
が
低
下
し
て
、
食
べ
た
も
の
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
え
る
働
き
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

代
謝
の
働
き
を
活
発
化
さ
せ
る
に
は
、
酢
酸
を

含
む
食
品
を
摂
る
こ
と
が
効
果
的
。
お
す
す
め
な

の
は
食
酢
で
す
。
酢
酸
は
、
血
行
を
促
進
し
て
代

謝
を
高
め
、
体
内
の
脂
肪
を
分
解
す
る
働
き
や
血

圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が
期

待
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

効
果
的
な

発
酵
食
品

食
酢
、
キ
ム
チ
な
ど

●

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果

呼
吸
に
よ
り
体
内
に
取
り
入
れ
た
酸
素
の
う

ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
生
成
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
は
活
性
酸
素
と
し
て
体
内
に
残
り
ま
す
。
活
性

酸
素
が
体
内
に
増
え
る
と
、
体
を
酸
化
さ
せ
、
シ

ワ
や
シ
ミ
、
動
脈
硬
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
老
化

現
象
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

活
性
酸
素
の
増
加
に
よ
る
老
化
を
防
ぐ
に
は
、

抗
酸
化
作
用
を
持
つ
食
品
を
摂
る
こ
と
が
効
果
的

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
納
豆
・
味
噌
な
ど
に
含
ま

保存性

■発酵食品の効果

発酵菌の働きで、
腐敗菌の増殖を防ぎ、
食品を長期間
保存できる

吸収性

デンプンやタンパク質
などが酵素により
分解され、

吸収性がアップ

おいしさ

発酵により、
旨味や香り、

甘みなど、食材の
おいしさがアップする

腸内環境

オリゴ糖などを
栄養源に、腸内細菌が
増えて腸内の
環境を整える

栄養価

ビタミンなど、
食材に新たな
成分が加わり、
栄養価が上がる
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れ
る
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
、
赤
ワ
イ
ン
に
含
ま
れ
る
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
は
抗
酸
化
作
用
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は

原
料
の
大
豆
や
ブ
ド
ウ
に
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
生

の
状
態
よ
り
も
、
発
酵
さ
せ
る
こ
と
で
活
動
が
活

発
に
な
る
の
で
す
。

効
果
的
な

発
酵
食
品

ワ
イ
ン
、
味
噌
、
納
豆
な
ど

●

生
活
習
慣
病
の
予
防
効
果

生
活
習
慣
病
の
予
防
効
果

発
酵
食
品
の
中
で
、
整
腸
作
用
や
抗
酸
化
作
用

の
あ
る
も
の
は
、
が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
、
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
大
豆
に
含
ま
れ
る
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン

は
、
女
性
の
乳
が
ん
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
管
の
壁
や
細
胞
膜
に
付

い
た
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
取
り
除
く
働
き
を

持
つ
の
が
、
納
豆
や
味
噌
、
醤
油
な
ど
の
発
酵
食

品
で
す
。
こ
れ
ら
の
食
品
は
高
血
圧
を
予
防
し
て

く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
酒
粕
は
血
圧
の
上
昇
を
抑

制
す
る
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

効
果
的
な

発
酵
食
品

納
豆
、
醤
油
、
味
噌
、
ワ
イ
ン
、

酒
粕
な
ど

●

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

発
酵
食
品
は
、
体
の
健
康
だ
け
で
は
な
く
、
心

の
健
康
に
も
役
立
つ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
納
豆
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
に
含
ま
れ
る
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
ギ
ャ

バ
）
と
い
う
天
然
の
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
に
は
、
脳

の
興
奮
を
鎮
め
、
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、精
神
の
安
定
に
必
要
な
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」

と
い
う
神
経
伝
達
物
質
は
、
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
と

い
う
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
栄
養
源
に
、
ほ
と
ん
ど
が

腸
内
で
作
ら
れ
ま
す
。乳
製
品
や
大
豆
製
品
に
は
、

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
ヨ
ー
グ

ル
ト
や
納
豆
な
ど
の
発
酵
食
品
は
、
セ
ロ
ト
ニ
ン

を
増
や
す
た
め
に
は
効
果
の
あ
る
食
品
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

効
果
的
な

発
酵
食
品

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
納
豆
、
味
噌
、

キ
ム
チ
な
ど

食
べ
れ
ば
美
味
し
く
て
保
存
性
も
よ
く
、健
康
・

美
容
効
果
も
期
待
で
き
る
な
ど
、発
酵
食
品
に
は
、

私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
有
益
な
効
果
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
毎
日
の
食
生
活
に
効

果
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

発酵は、食品分野だけではなく、医薬品の分野でも活用されています。

たとえば、感染症の治療に有効な抗生物質は、発酵を利用して作られます。最初に発見したのは、イギ

リスの細菌学者フレミングでした。「ペニシリン」という抗生物質は、アオカビから生まれたもの

で、これ以降さまざまな抗生物質が、発酵の力で生み出されています。

また、消化薬の「タカジアスターゼ」もそのひとつ。化学者の高峰譲吉がコウジカビの研究により、

1894 年に発明した消化酵素です。当初はアメリカで商品化されましたが、いまでもタカジアスター

ゼは、胃腸薬として利用されています。

医薬品の分野でも発酵が大活躍医薬品の分野でも発酵が大活躍

05 2021  |  February



常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
に
潜
ん
で
い
ま

す
。
お
気
に
入
り
の
服
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
汚
れ

る
と
気
持
ち
も
滅
入
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
厄
介

な
汚
れ
を
ま
る
で
魔
法
の
よ
う
に
消
し
去
っ
て

く
れ
る
の
が
漂
白
剤
。
一
体
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
で
汚
れ
を
消
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
達
が
日
常
生
活
を
送
る
中
で
、
衣
服
に
は

菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
排
気
ガ
ス
や
砂
埃
と
い
っ
た

空
気
中
の
ゴ
ミ
、
皮
脂
や
汗
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
汚
れ
が
付
着
し
ま
す
。
こ
う
し
た
汚
れ
の
大

半
は
生
地
の
繊
維
に
絡
ん
で
い
る
だ
け
な
の

で
、
洗
濯
洗
剤
を
使
え
ば
界
面
活
性
剤
の
作
用

で
汚
れ
を
繊
維
か
ら
引
き
剥
が
し
て
落
と
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は
洗
い
流
せ

ず
に
繊
維
に
沈
着
し
た
り
、
化
学
変
化
を
起
こ

し
て
色
素
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
が
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
汚
れ
は
洗
剤
を
使
っ
た
洗
濯

で
は
落
ち
な
い
「
シ
ミ
汚
れ
」
に
な
り
ま
す
。

化
学
の
基
本
の
力
で
シ
ミ
を
消
す

化
学
の
基
本
の
力
で
シ
ミ
を
消
す

シ
ミ
汚
れ
の
原
因
と
な
る
色
素
の
多
く
は

「
二
重
結
合
」
と
い
う
分
子
構
造
を
有
し
て
い

洗
剤
で
落
ち
な
い
厄
介
者

洗
剤
で
落
ち
な
い
厄
介
者

食
べ
よ
う
と
し
た
寿
司
が
箸
か
ら
転
げ
落
ち

て
醤
油
が
跳
ね
た
り
、
転
ん
で
擦
り
む
い
た
傷

口
か
ら
出
た
血
が
洋
服
に
付
い
た
り
、
錆
び
て

劣
化
し
た
傘
を
つ
た
っ
て
汚
れ
た
雨
水
が
垂
れ

て
き
た
り
…
…
。
シ
ミ
汚
れ
の
可
能
性
は
、
日

ま
す
。
こ
の
二
重
結
合
を
破
壊
す
れ
ば
色
素
も

破
壊
で
き
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
漂
白
剤
が
利

用
し
て
い
る
作
用
が
酸
化
と
還
元
で
す
。
酸
化

と
還
元
は
化
学
の
最
も
基
本
的
な
反
応
の
ひ
と

つ
で
、
最
も
簡
単
な
考
え
方
で
は
、
あ
る
物
質

が
酸
素
と
結
び
つ
く
こ
と
を
「
酸
化
」。
酸
素

と
結
び
つ
い
て
い
る
物
質
が
酸
素
を
失
う
こ
と

を
「
還
元
」
と
呼
び
ま
す
。
二
重
結
合
状
態
の

原
子
に
酸
化
作
用
で
酸
素
を
結
び
付
け
る
、
ま

た
は
二
重
結
合
状
態
に
あ
る
酸
素
を
還
元
反
応

で
奪
う
こ
と
に
よ
り
、
シ
ミ
の
色
素
構
造
を
破

壊
す
る
と
い
う
の
が
漂
白
剤
の
働
き
で
す
。

ち
な
み
に
、
漂
白
さ
れ
た
織
物
や
漂
白
の
工

程
を
「
晒さ

ら
し」

と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
水
に
浸
し
た
麻
や
木
綿
を
日
光
に
晒
す
こ

と
で
白
く
美
し
い
布
を
作
り
上
げ
て
き
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。
こ
の
行
為
は
科
学
的
に
分
析

す
る
と
「
日
光
に
含
ま
れ
る
紫
外
線
の
力
と
空

気
中
の
オ
ゾ
ン
の
酸
化
作
用
に
よ
っ
て
生
地
の

色
素
を
酸
化
さ
せ
る
」
と
い
う
作
用
が
働
い
て

い
ま
す
。
自
然
の
力
に
よ
る
漂
白
は
手
間
も
時

間
も
か
か
り
、
仕
上
が
り
も
天
候
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
た
め
現
在
は
大
規
模
に
は
生
産
さ
れ

5

身の回りの科学の秘密を探る「身近なサイエンス」。
前回は人類の科学の結晶ともいえる合成宝石を紹介しました。

今回紹介するのは誰もが一度は使ったことがあるであろう漂白剤。
こすっても落ちない厄介なシミはどうやって消えるのでしょうか

漂白剤
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て
い
ま
せ
ん
が
、
新
潟
の
「
雪
晒
し
」
や
奈
良

の
「
奈
良
晒
」
な
ど
、
伝
統
工
芸
と
し
て
技
法

が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。（
図
表
１
）

漂
白
剤
の
種
類
い
ろ
い
ろ

漂
白
剤
の
種
類
い
ろ
い
ろ

漂
白
剤
に
は
大
き
く
分
け
て
酸
化
型
と
還
元

型
の
２
種
類
が
あ
り
、
酸
化
型
は
塩
素
系
と
酸

素
系
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。（
図
表
２
）

い
ず
れ
も
酸
化
や
還
元
の
作
用
に
よ
り
シ
ミ

の
色
素
を
破
壊
す
る
と
い
う
働
き
は
同
じ
で
す

が
、
用
途
や
効
果
が
異
な
り
ま
す
。

【
酸
化
型
塩
素
系
漂
白
剤
の
特
徴
】

水
に
溶
け
る
と
「
次
亜
塩
素
酸
」
を
発
生
さ

せ
ま
す
。
次
亜
塩
素
酸
の
酸
化
作
用
は
と
て
も

強
力
で
、
シ
ミ
の
色
素
だ
け
で
な
く
衣
類
の
染

料
ま
で
漂
白
し
て
し
ま
う
た
め
白
物
衣
料
に
し

か
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
取
扱
い
を
誤
る
と
毒

性
の
高
い
塩
素
ガ
ス
が
発
生
す
る
た
め
、
使
用

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

【
酸
化
型
酸
素
系
漂
白
剤
の
特
徴
】

シ
ミ
汚
れ
に
効
き
ま
す
が
衣
類
の
染
料
ま
で

は
漂
白
し
ま
せ
ん
。
色
物

衣
料
に
使
え
る
の
で
、
日

常
的
な
洗
濯
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

酸
化
力
の
あ
る
「
過
酸

化
水
素
」
を
発
生
さ
せ
る

粉
末
タ
イ
プ
と
「
過
酸
化

水
素
」
そ
の
も
の
を
主
成

分
と
す
る
液
体
タ
イ
プ
が

あ
り
、
酸
化
作
用
を
示
す

物
質
は
同
じ
で
す
が
、
液

性
（
pH
）
が
異
な
り
ま
す
。

絹
や
ウ
ー
ル
な
ど
は
タ
ン

パ
ク
質
が
主
成
分
で
す
が
、
タ
ン
パ
ク
質
は
ア

ル
カ
リ
性
に
弱
い
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
素
材
を
洗
濯
す
る
際
に
粉
末
タ
イ
プ

の
酸
素
系
漂
白
剤
を
使
用
す
る
と
生
地
を
傷
め

て
し
ま
い
ま
す
が
、
液
体
タ
イ
プ
な
ら
傷
め
る

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
還
元
型
漂
白
剤
の
特
徴
】

シ
ミ
汚
れ
に
酸
素
を
与
え
る
酸
化
型
漂
白
剤

と
は
逆
に
、
酸
素
を
奪
う
還
元
反
応
で
働
き
か

け
る
漂
白
剤
で
す
。
鉄
サ
ビ
や
酸
化
鉄
を
含
ん

だ
赤
土
な
ど
酸
化
に
由
来
す
る
汚
れ
や
、
漂
白

す
る
つ
も
り
で
塩
素
系
漂
白
剤
を
使
っ
て
逆
に

黄
色
く
焼
け
て
し
ま
っ
た
汚
れ
な
ど
、
酸
化
系

の
汚
れ
を
漂
白
す
る
の
に
使
い
ま
す
。
塩
素
系

漂
白
剤
と
同
じ
く
色
素
の
染
料
に
ま
で
作
用
す

る
の
で
、
色
物
衣
料
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

市
販
の
漂
白
剤
に
は
衣
料
用
や
台
所
用
な
ど

用
途
を
絞
っ
た
商
品
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
シ
ー
ン
で
使
い
や
す
い
濃
度
や
成
分
の
配

合
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
違
い
で
あ
り
、

漂
白
の
作
用
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
漂
白
剤
の
種

類
ご
と
の
得
意
・
不
得
意
を
理
解
す
れ
ば
、
シ

ミ
汚
れ
は
も
う
怖
い
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
★次回３月号掲載となります。

分類 酸化型 還元型塩素系 酸素系
形状 液体 粉末 液体 粉末
液性 アルカリ性 弱アルカリ性 弱酸性 弱アルカリ性
主成分 次亜塩素酸ナトリウム 過炭酸ナトリウム 過酸化水素 二酸化チオ尿素
漂白力 ★★★ ★★ ★ ★★

図表２■漂白剤の種類と特徴

図表１■新潟県小千谷市に伝わる伝統の雪晒し
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領
収
書
の
集
計
は
不
要

　

 

今
回
は
確
定
申
告
に
関
連
し
て
、
医

療
費
控
除
を
と
り
あ
げ
る
よ
。

　

医
療
費
控
除
っ
て
、
支
払
っ
た
医
療
費

AB

が
多
か
っ
た
場
合
に
税
金
が
減
額
さ
れ
る
も

の
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
だ
よ
。
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
１
年
間
で
、
10
万
円
を
超
え
る
医
療

費
な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の
超
え
る
部

分
の
金
額
が
税
金
の
計
算
上
、
所
得
金
額
か

ら
控
除
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
医
療
費
の
支

払
い
額
が
30
万
円
で
あ
れ
ば
、
10
万
円
を
引

い
た
20
万
円
が
控
除
額
と
な
る
（
注
１
）。

こ
の
医
療
費
控
除
は
、
通
常
は
確
定
申
告
す

る
必
要
が
な
い
会
社
員
の
場
合
で
あ
っ
て

も
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
。

　

確
定
申
告
を
す
る
と
な
る
と
手
続
き
が

面
倒
で
す
よ
ね
。
病
院
や
薬
局
の
領
収
書
を

集
め
て
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
よ

ね
。

　
か
つ
て
は
申
告
書
に
す
べ
て
の
領
収
書

の
添
付
が
必
要
だ
っ
た
け
れ
ど
、
い
ま
は
領

収
書
の
添
付
は
不
要
な
ん
だ
。
２
０
１
７
年

分
の
確
定
申
告
か
ら
、
か
か
っ
た
医
療
費
を

一
覧
表
に
し
た
医
療
費
明
細
書
を
添
付
す
れ

ABA

ば
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
明
細
書

の
フ
ォ
ー
ム
は
国
税
庁
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
。

　

で
も
集
計
は
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。

　
集
計
も
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。
医

療
費
明
細
書
が
必
要
と
い
っ
た
け
れ
ど
、
健

保
な
ど
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
」
を
医
療
費
明
細
書
の
代
わ
り
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

　

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
っ
て
な
ん
で

す
か
？

　
あ
ま
り
病
院
に
か
か
ら
な
い
人
は
知
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
健
康
保
険
な
ど

の
保
険
者
が
各
被
保
険
者
ご
と
に
医
療
費
の

額
を
ま
と
め
て
送
付
し
て
い
る
（
注
２
）。

い
つ
、
ど
の
病
院
や
薬
局
で
い
く
ら
支
払
っ

た
か
が
一
覧
表
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。

　

一
覧
表
を
健
保
で
作
っ
て
く
れ
て
い
る

わ
け
で
す
か
。
そ
れ
を
確
定
申
告
の
と
き
に

添
付
す
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
そ

の
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
い
つ
送
ら
れ

BABAB

70

簡単にできる
「医療費控除」
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

は
な
く
、
１
０
０
％
自
己
負
担
の
自
由
診
療

で
は
、
そ
も
そ
も
健
保
な
ど
が
医
療
費
を
負

担
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
記
載
さ
れ
て

い
な
い
ん
だ
。

　

保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
医
療
費
も
医
療

費
控
除
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

　
そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
。
ほ
か
に
も
、
た

と
え
ば
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
購
入
し
た
風
邪

薬
な
ど
も
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
る
。
ま

た
、
病
院
に
通
う
の
に
バ
ス
や
電
車
に
乗
っ

た
場
合
、
そ
の
交
通
費
も
対
象
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
も
の
は
当
然「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
別
途
医
療

費
明
細
書
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
よ
。

BA
（
注
１
）「
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
×
５
％
」
が
10
万

円
未
満
の
場
合
は
、「
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
×
５
％
」

を
超
え
る
金
額
が
控
除
さ
れ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
場
合

も
入
院
給
付
金
な
ど
保
険
金
等
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
支
払
っ
た
医
療
費
の
金
額
か
ら

控
除
す
る
。

（
注
２
）
健
康
保
険
で
は
通
常
、
会
社
あ
て
に
ま
と
め
て

送
付
さ
れ
る
。
国
民
健
康
保
険
で
は
各
被
保
険
者
（
世
帯

主
）
に
個
別
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。

て
き
ま
す
か
？

　
送
ら
れ
る
時
期
や
頻
度
は
保
険
者
に

よ
っ
て
異
な
る
。
年
１
回
の
と
こ
ろ
も
年
２

回
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
多
く
は
、
確
定
申
告

の
時
期
に
合
わ
せ
て
１
月
か
２
月
に
送
ら
れ

て
く
る
よ
。
た
だ
し
、
送
ら
れ
て
く
る
「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
は
時
間
の
関
係
で
12

月
末
日
ま
で
の
医
療
費
が
す
べ
て
記
載
さ
れ

て
は
い
な
い
。

　

い
つ
ま
で
の
分
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
？

　
そ
れ
も
保
険
者
に
よ
り
異
な
る
け
れ

ど
、
お
お
む
ね
９
月
か
ら
11
月
分
ま
で
は
記

載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
協
会
け
ん
ぽ
の

場
合
は
年
１
回
、
１
月
中
旬
か
ら
２
月
上
旬

に
送
ら
れ
る
が
、
９
月
分
ま
で
し
か
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
以
降
に
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
場

合
は
自
分
で
集
計
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

　
残
念
な
が
ら
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

結
局
、
医
療
費
明
細
書
を
作
る
こ
と
に

ABABAB

な
る
わ
け
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
も
１
月
分
か
ら
す
べ
て
明
細
書

を
作
る
こ
と
に
比
べ
た
ら
手
間
は
か
か
ら
な

い
よ
。 

　

そ
れ
は
そ
う
で
す
ね
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
医
療
費
明

細
書
に
代
替
す
る
場
合
の
注
意
点
を
話
し
て

お
く
と
、
時
間
の
関
係
で
「
医
療
費
の
お
知

ら
せ
」に
載
っ
て
い
な
い
年
末
分
の
ほ
か
に
、

そ
も
そ
も
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
載
っ

て
い
な
い
も
の
は
、
や
は
り
医
療
費
明
細
書

を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　

「
そ
も
そ
も
載
っ
て
い
な
い
も
の
」
っ

て
な
ん
で
す
か
。

　
た
と
え
ば
、
保
険
の
適
用
が
な
い
自
由

診
療
で
支
払
っ
た
金
額
だ
。「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
」
は
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
に
病
院

や
薬
局
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
分
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
て
い
る
。
自
己
負
担
割
合
が
３
割
で

ABABA
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新刊のご案内

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
58
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/
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部
活
で
へ
と
へ
と
に
な
り
な
が
ら
家
路
を
急
ぐ
。

「
た
だ
い
ま
！
疲
れ
た
〜
。
今
日
の
ご
飯
何
？
」

「
お
疲
れ
さ
ま
！
と
に
か
く
お
風
呂
に
す
ぐ
入
っ
て
。
そ
の
足

で
動
き
回
ら
な
い
で
ね
！
」

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
こ
の
母
親
と
の
や
り
と
り
。
な
ぜ
だ
か
分

か
ら
な
い
が
ホ
ッ
と
す
る
。

　

去
年
の
暮
れ
、
い
つ
も
の
よ
う
に
部
活
で
疲
れ
切
っ
て
帰
宅

し
た
。

「
た
だ
い
ま
！
疲
れ
た
〜
。
今
日
の
ご
飯
何
？
」

「
…
…
」

『
あ
れ
っ
？
』

「
た
だ
い
ま
。」

人
気
は
感
じ
る
の
に
、
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
に
何
か
不
安
を

感
じ
た
。
お
風
呂
か
ら
上
が
る
と
、
凄
く
優
し
か
っ
た
大
叔
父

の
た
か
や
ん
オ
ジ
サ
ン
が
急
性
心
筋
梗
塞
で
急
逝
し
た
こ
と
を

知
ら
さ
れ
た
。
人
の
死
に
対
し
て
な
か
な
か
真
正
面
か
ら
向
き

合
え
な
い
自
分
が
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
と
同

じ
く
ら
い
、
人
の
死
の
向
こ
う
に
は
残
さ
れ
た
家
族
が
い
る
と

い
う
こ
と
を
リ
ア
ル
に
感
じ
た
。
こ
の
歳
に
な
り
、
初
め
て
大

き
な
不
安
に
直
面
し
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
。

　

数
週
間
が
過
ぎ
た
後
、
た
か
や
ん
の
娘
で
あ
る
サ
キ
姉
さ
ん

が
留
学
す
る
た
め
に
渡
米
す
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
ま
た
自

分
の
心
が
ザ
ワ
ザ
ワ
し
た
。
残
さ
れ
た
家
族
は
今
、
ど
ん
な
生

活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

あ
る
日
、
父
が
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ァ
に
座
り
パ
ソ
コ
ン
で
作

業
を
し
て
い
た
。
二
人
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
勇
気
を
振
り
絞
っ

て
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

「
ね
え
、
サ
キ
姉
さ
ん
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
ん
で
し
ょ
？

運
転
席
か
ら
の
眺
め

愛
知
県 

刈
谷
市
立
朝
日
中
学
校　

三
学
年　

重し
げ
の野　

颯そ
う
ご吾

全
日
本
中
学
校
長
会
賞
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新刊のご案内

 ｢医療保障ガイド｣改訂版ができました！
「医療保障ガイド」は、病気やケガで
入院や手術をした場合の医療費の自
己負担の仕組みや、生命保険会社が
取り扱う医療関係の生命保険商品の
内容などを、図表や具体例を用いて
わかりやすく解説しています。
今回の改訂では、新型コロナウイルス
感染症の拡大に伴い、給付金・保険
金支払いについて生命保険会社が講
じた特別措置をまとめました。また、
入院日数が短期化する傾向や最近の
治療内容・診療報酬点数をもとに、事
例を最新化しました。
B5 判・52ページ（オールカラー）1部 200 円（税込価格・送料別）
お申込は（公財）生命保険文化センターホームページ
（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから
簡単にできます。また、スマートフォ
ンからはQR コードの利用が便利
です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回

よ
く
決
め
た
よ
ね
。」

「
そ
う
だ
な
。
た
か
や
ん
も
き
っ
と
、
行
く
こ
と
を
喜
ん
で
く

れ
る
と
思
う
け
ど
な
。」

「
そ
う
だ
ね
。
で
も
さ
ぁ
。
お
金
と
か
大
丈
夫
な
の
か
な
？
ま

あ
俺
が
心
配
す
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
け
ど
さ
。」

少
し
冗
談
っ
ぽ
く
聞
い
て
み
た
が
、
実
は
一
番
聞
き
た
か
っ
た

こ
と
だ
。

「
確
か
に
心
配
す
る
よ
な
。
で
も
、
た
か
や
ん
は
生
命
保
険
に

加
入
し
て
い
て
、
万
が
一
の
時
に
も
、
す
べ
て
今
ま
で
通
り
に

生
活
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
た
み
た
い
。
だ
か
ら
、
サ
キ

ち
ゃ
ん
も
お
金
の
心
配
は
全
く
な
く
決
断
し
た
み
た
い
だ
ね
。」

「
へ
〜
。
そ
う
な
ん
だ
…
…
。」

　

つ
い
で
に
自
分
の
家
の
こ
と
を
聞
こ
う
と
し
た
が
、
な
か
な

か
言
葉
が
出
て
こ
な
か
っ
た
。
僕
の
気
持
ち
を
察
し
た
の
か
、

ゆ
っ
く
り
と
父
が
話
し
始
め
た
。

「
俺
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
車
の
後
部
座
席
に
乗
っ
て
い
る
時
を

思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。
す
ご
く
居
心
地
が
良
い
ん
だ
。

す
ぐ
に
眠
れ
る
し
な
。
ど
こ
に
行
く
ん
だ
ろ
う
？
っ
て
、
わ
く

わ
く
感
し
か
な
い
。
起
き
た
ら
絶
対
に
美
味
し
い
お
店
か
、
釣

り
か
、
ま
あ
楽
し
い
こ
と
し
か
な
い
ん
だ
よ
。
そ
れ
が
い
つ
し

か
、
自
分
が
運
転
す
る
日
が
来
る
ん
だ
よ
。
ま
だ
一
人
で
運
転

し
て
い
る
時
は
楽
し
く
て
仕
方
な
い
。
け
ど
、
い
つ
し
か
家
族

が
増
え
て
、
今
度
は
自
分
が
後
部
座
席
に
子
供
を
乗
せ
て
運
転

す
る
番
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
運
転
席
の
眺
め
は
後
部
座
席
と

は
全
然
違
う
。
ど
こ
に
行
こ
う
？
迷
子
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

な
い
と
。
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
。
子
供
は
絶
対

に
守
ら
な
い
と
。
色
々
な
こ
と
を
考
え
始
め
て
る
ん
だ
。
ま
あ

こ
れ
が
責
任
な
ん
だ
と
思
う
。
で
も
、
い
つ
も
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
と
楽
し
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
リ
ス

ク
を
先
に
考
え
る
ん
だ
よ
。
今
回
、
た
か
や
ん
は
万
が
一
の
時

の
リ
ス
ク
を
考
え
て
生
命
保
険
と
い
う
準
備
を
し
て
い
た
と
思

う
。
万
が
一
の
時
、
残
さ
れ
た
家
族
が
路
頭
に
迷
わ
な
い
よ
う

に
最
大
限
の
準
備
を
し
て
い
た
ん
だ
な
ぁ
と
お
父
さ
ん
も
実
感

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
お
父
さ
ん
も
リ
ス
ク
の
計
算
は
し
て

い
る
。
今
は
ま
だ
お
前
は
後
部
座
席
に
乗
っ
て
い
る
時
だ
。
何

も
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。
今
を
楽
し
み
な
さ
い
！
俺
の
準
備

は
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
。
分
か
る
だ
ろ
？
」

お
ど
け
た
よ
う
に
最
後
は
言
葉
を
濁
し
た
が
、
父
か
ら
の
真
剣

で
想
い
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
っ
た
。

　

そ
の
日
の
夜
、
家
族
で
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ
た
。
い
つ
も
は

助
手
席
に
乗
る
が
あ
え
て
後
部
座
席
に
座
っ
て
み
た
。
後
部
座

席
の
眺
め
は
格
別
に
良
か
っ
た
。

11 2021  |  February



３
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

健
康
保
険
証
の
か
わ
り
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
み
ま
し
た
。

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い
な
い

の
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
と

診
察
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

既
存
の
保
険
証
は
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
か
。健

康
保
険
証
が
使
え
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
な
ど
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示
す
れ
ば
、
保
険
証
の
提

示
は
不
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

QA

ま
で
ど
お
り
保
険
証
の
提
示
に
よ
る
受
診
も
可

能
で
す
。

事
前
の
手
続
き
が
必
要

３
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
い
く
つ
か
の
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま

ず
、
自
動
的
に
保
険
証
の
機
能
が
付
加
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
サ
イ
ト
で

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
登
録

し
て
、
は
じ
め
て
保
険
証
の
か
わ
り
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
医
療
機
関
や
薬
局
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
３
月
時
点
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
医
療
機
関
等

の
割
合
に
つ
い
て
、
６
割
の
目
標
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
逆
に
い
う
と
少
な
く
と
も
４
割
は
利

用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
健
康
保
険
証
は
何
の

た
め
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
身
分
証
明
書
と

マイナンバーカードと
健康保険証

第 47回

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本
来

は
、
医
療
機
関
等
が
個
々
の
患
者
が
加
入
し
て

い
る
公
的
医
療
保
険
と
患
者
個
人
を
特
定
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
病
院
で
診
療
を
受
け
た
場
合
に
、

医
療
費
の
う
ち
原
則
と
し
て
３
割
の
自
己
負
担

分
を
支
払
い
ま
す
が
、
残
り
の
７
割
は
病
院
が

各
公
的
医
療
保
険
の
保
険
者
に
請
求
し
ま
す

（
実
際
に
は
個
別
に
請
求
す
る
の
で
は
な
く
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
、
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
を
通
じ
て
請
求
し
ま
す
）。
そ

の
た
め
に
は
、
そ
の
患
者
が
ど
の
公
的
医
療
保

険
に
入
っ
て
い
る
の
か
（
Ａ
健
康
保
険
組
合
な

の
か
Ｂ
健
康
保
険
組
合
な
の
か
、
そ
れ
と
も
協

会
け
ん
ぽ
な
の
か
、
ま
た
国
民
健
康
保
険
の
場

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://kiryujunko.com/

合
は
、
ど
の
自
治
体
の
国
保
な
の
か
）
を
知
る

必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
健
康
保
険
証
で
確
認
し

て
い
る
の
で
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
が
不
要
に

健
康
保
険
証
に
は
、「
保
険
者
名
称
」
と
「
保

険
者
番
号
」が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す（
通
常
カ
ー

ド
の
下
部
に
書
か
れ
て
い
ま
す
）。
す
べ
て
の

保
険
者
に
番
号
が
割
り
振
ら
れ
て
い
て
、
個
々

の
患
者
が
ど
の
公
的
医
療
保
険
の
加
入
者
で
あ

る
か
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、カ
ー
ド
の
上
部
に
は
「
記
号
」「
番

号
」が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
記
号
」（
と
い
っ

て
も
実
際
に
は
番
号
な
の
で
す
が
）
は
、
健
康

保
険
組
合
の
場
合
は
組
合
ご
と
に
、
協
会
け
ん

ぽ
の
場
合
は
年
金
事
務
所
の
管
轄
ご
と
に
、
国

民
健
康
保
険
の
場
合
は
自
治
体
ご
と
に
割
り
振

ら
れ
て
い
ま
す
。「
番
号
」
は
個
々
の
加
入
者

に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
番
号
で
す
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
医
療
機
関
は
個
々
の
患
者
を
特
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
７
割

昨年から急加速したオンライン化ですが、既に
仕事でもプライベートでも「日常」になりつつあ
りますね。これからは、この新しいコミュニケーショ
ン文化をどのように充実させていくかが課題かも
しれません。ある会合の参加者にオンラインコミュ
ニケーションにおける不安を訊ねたところ「相手
にきちんと伝わっているか、理解があっているか
不安」が一番多いことがわかりました。　そこで
今回は、画面越しのコミュニケーションを取る時
に意識していると良い３つのポイントをお話ししま
しょう。画面では①リアクションをいつもの３倍大
きくしよう、②数字などは相手がわかるように手
で表したり紙に書いて示そう、③表情筋を思い
きり使って笑顔で話そう　いかがですか。コミュ
ニケーションはオンラインでもリアルで会っていて
も、お互いが「わかりあいたい」という気持ちを
持っているこ
とが基本にな
ります。次回
は好感度が上
がる画面の作
り方をお伝え
しますね♥

～素敵な人になるヒント～

画面越しのコミュニケーション

VoI.107

分
の
診
療
報
酬
を
請
求
し
て
い
る
の
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
通
じ
て

医
療
機
関
等
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
高

額
医
療
費
の
現
物
給
付
を
受
け
る
た
め
の
限
度

額
適
用
認
定
証
が
不
要
に
な
る
、
と
い
う
こ
と

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Prof i le

人
と
の
面
談
を

大
切
に
し
て
き
た
今
ま
で
か
ら

新
し
い
営
業
様
式
へ
の
転
換
で

ア
プ
ロ
ー
チ
を
広
げ
る

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
面
談
量
は
、
自
他
共
に
認
め
る
ほ
ど
数
多
く
こ
な
す
後
藤
大
輔
さ
ん
。

会
社
の
方
針
で
あ
る
『
三
年
面
談
』
を
体
現
し
、

可
能
な
方
に
は
年
に
1
回
く
ら
い
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
電
話
や
面
談
を
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
面
談
方
法
に
大
き
な
変
化
が
出
ま
し
た
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

フ
ル
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

惹
か
れ
ま
し
た

―
転
職
さ
れ
て
ご
入
社
さ
れ
て
い
る
の
で

す
ね

後
藤　

前
職
は
、
置
き
薬
や
健
康
食
品
の
販
売

を
し
て
い
ま
し
た
。
個
人
宅
を
回
っ
て
営
業
を

す
る
と
い
う
素
地
は
前
職
で
培
わ
れ
た
も
の
で

す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
縁
で
ソ
ニ
ー
生
命
の
採

用
担
当
と
知
り
合
い
、「
入
社
し
な
い
か
」
と
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
分
野
は
全
く
違
う
し
、
生

命
保
険
の
営
業
は
煙
た
が
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が

最
初
は
あ
り
ま
し
た
が
、
フ
ル
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
全
て
自
分
次
第
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
惹
か
れ

て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
」
と
思
い
、
転

職
を
決
め
ま
し
た
。
前
職
の
ル
ー
ト
営
業
と
違

い
、
や
は
り
行
き
先
が
全
く
な
い
と
い
う
の
は
、

最
初
の
う
ち
は
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
ま
で
ご
縁
が
あ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
で
、

14
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

―
前
職
で
も
実
直
に
活
動
さ
れ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
ね

後
藤　
そ
う
い
わ
れ
る
と
少
し
恥
ず
か
し
い
で

す
が
、
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
実
は
、
知

人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
よ
り
も
前
職
の
関
係
の

方
が
契
約
が
早
く
決
ま
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
ル
ー
ト
が
決
ま
っ
て
い
る
営
業
だ
っ

た
の
で
、
前
職
時
代
は
、
知
人
に
は
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
む

後
ご

藤
と う

 大
だ い

輔
す け

さん
ソニ－生命保険株式会社  
鹿児島ライフプランナーセンター第２支社
1974 年 12 月 23 日 生 ま
れ。鹿児島県鹿児島市出
身。2007 年８月募集人登
録、シニアライフプラン
ナ ー、 役 職 は 副 部 長。 ま
た、JAIFA 本部理事（九州
ブロック代表）、鹿児島県
協会会長職を含め８年間役
員として活躍。MDRT3 回、
社内では社長賞３回。趣味：
DIY、カメラ、キャンプ、ギターの弾き語りな
ど多数。家族：妻と息子。血液型：Ｂ型。

Vol.111
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し
ろ
、
仕
事
ぶ
り
を
み
て
く
れ
て
い
る
前
職
時

代
の
関
係
者
の
方
が
、
信
頼
が
お
け
る
と
判
断

し
て
く
だ
さ
る
の
が
早
か
っ
た
の
か
な
、
と
今

で
は
思
っ
て
い
ま
す
。

―
働
き
始
め
た
頃
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

ご
契
約
が
あ
る
そ
う
で
す
ね

後
藤　
そ
う
な
ん
で
す
。
入
社
直
後
に
お
申
し

込
み
を
い
た
だ
い
た
前
職
の
先
輩
が
契
約
後
半

年
ほ
ど
で
入
院
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
契
約
後
あ
ま
り
に
も
早
い
出
来
事

だ
っ
た
の
で
給
付
金
の
お
支
払
い
が
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
、
実
は
と
て
も
不
安
な
気
持

ち
で
手
続
き
を
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
も
な
く
入
院
給
付
金
が
お
支
払
い
さ

れ
た
と
き
に
は
、
心
底
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
先
輩
か
ら
も
、「
と
て
も
助
か
っ
た
、
加

入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
借
金
を
す
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
お
役
に

立
て
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
一

件
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
信
を
も
っ
て
営
業

を
し
て
い
け
る
と
い
う
手
ご
た
え
に
な
り
ま
し

た
ね
。
転
職
後
初
め
て
の
給
付
金
支
払
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
し
ま

す
。―

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
鹿
児
島
県
協
会
で
も
８
年

間
幹
事
を
さ
れ
て
い
ま
す

後
藤　
鹿
児
島
県
協
会
の
会
長
を
務
め
、
現
在

は
相
談
役
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
業
界

内
の
横
の
つ
な
が
り
は
自
分
に
と
っ
て
と
て
も

貴
重
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
生
命
保
険
営

業
で
も
、
会
社
が
違
え
ば
商
品
は
も
ち
ろ
ん
、

販
売
方
法
ま
で
全
く
異
な
る
の
が
面
白
く
て
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、私
は
、

貯
蓄
性
の
高
い
商
品
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い

く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
他
社
様
で
は
、
保

障
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と
が
得
意
な
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
他
社
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

学
ば
せ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
の
営
業
ス
タ

イ
ル
に
も
幅
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
考
え

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
で
の
交
流
は
あ
り
が

た
い
で
す
し
、
皆
さ
ん
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

『
三
年
面
談
』
を
大
切
に

―
得
意
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
教
え
て
く
だ
さ
い

後
藤　
95
％
は
個
人
保
険
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
ほ
ど
、
個
人
の
お
客
様
が
多
い
で
す

ね
。
こ
こ
数
年
は
、
ご
紹
介
と
追
加
契
約
が
非

常
に
多
く
な
っ
て
お
り
、
自
分
の
業
績
の
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。
両
方
と
も
、
日
頃
の
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
も

ら
い
、
少
し
で
も
連
絡
を
取
れ
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、契
約
者
、

被
保
険
者
数
で
１
０
０
０
名
以
上
の
方
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
年
末
に
は
、

カ
レ
ン
ダ
ー
を
な
る
べ
く
手
渡
し
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
社
で
『
三
年

面
談
』
と
い
う
活
動
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
そ

の
名
の
通
り
、「
ご
契
約
を
お
預
か
り
し
て
か

ら
、
３
年
経
っ
て
い
る
方
に
は
連
絡
や
面
談
を

し
よ
う
」
と
い
う
活
動
で
す
。
個
人
的
に
は
、

年
に
１
度
は
お
客
様
と
お
話
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
そ
れ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

中
に
は
、
頻
繁
な
連
絡
を
嫌
が
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
お
客
様
に
よ
っ
て
は
、
連

絡
や
面
談
の
間
隔
を
あ
け
る
よ
う
に
工
夫
は
し

て
い
ま
す
。
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―
ご
契
約
確
認
の
面
談
を
取
り
付
け
る
た

め
の
話
法
は
あ
り
ま
す
か
？

後
藤　
一
番
お
客
様
に
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ

ら
れ
る
の
が
、『
生
命
保
険
の
健
康
診
断
』
と

か
『
生
命
保
険
の
車
検
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

で
し
ょ
う
か
。
保
障
が
今
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
適
合
す
る
よ
う
に
、
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
と
つ
な
げ
る
と
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す

い
よ
う
で
す
。

―
１
週
間
の
面
談
数
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？

後
藤　
手
帳
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
埋
め
て
お
き

た
い
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
週
に

10
面
談
前
後
は
心
が
け
て
い
ま
す
。
自
分
に

と
っ
て
の
『
面
談
』
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
お
話
を
さ
せ
て
も
ら
う
、
と
い
う
定

義
で
す
。
だ
い
た
い
１
時
間
半
く
ら
い
と
っ
て

ゆ
っ
た
り
と
お
話
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
お
会
い
し
て
か
ら
数
年
経
つ
と
、
不

思
議
と
お
客
様
の
状
況
は
変
わ
っ
て
い
る
も
の

な
の
だ
な
、
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ご
結
婚
さ

れ
た
、
お
引
越
し
さ
れ
た
、
お
子
さ
ん
が
生
ま

れ
た
…
な
ど
、
大
き
な
事
か
ら
小
さ
な
事
ま
で

様
々
な
変
化
に
あ
わ
せ
た
商
品
を
、
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お
子
様
が
生

ま
れ
た
ら
、
追
加
に
死
亡
保
障
を
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
そ
れ
は
、
他
社
の
皆
様
も
さ
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
契
約
を
い
た

だ
い
て
い
る
お
客
様
に
フ
ォ
ロ
ー
を
通
じ
て
、

時
折
、
保
険
の
こ
と
に
意
識
を
向
け
て
も
ら
う

よ
う
に
働
き
か
け
る
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切

だ
と
思
う
の
で
す
。

―
ご
紹
介
の
コ
ツ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
く
だ
さ
い

後
藤　

紹
介
に
つ
い
て
も
苦
労
し
た
部
分
で

す
。
現
在
も
苦
労
し
て
い
ま
す
。
や
み
く
も

に
「
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
紹
介

を
仮
に
取
り
付
け
た
と
し
て
も
、
紹
介
す
る
方

も
さ
れ
る
方
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
し
ば
ら

く
続
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
度
、
目
の
前
の
お

客
様
に
集
中
し
て
み
よ
う
、
と
心
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
と
に
か
く
、
お
客
様
に
商
品
の
良
さ

や
、
提
案
を
と
て
も
良
い
も
の
だ
、
と
感
じ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
最
優
先
に
し
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
十
分
に
良
さ
が
伝
わ
っ
た
な
と
感
じ
た

と
き
に
、「
少
し
で
も
良
い
の
で
、
今
お
話
し

た
内
容
を
お
知
り
合
い
の
方
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
」
と
お
願
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
そ
う
す
る
と
、
何
か
し
ら
は
相
手
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
し
、
詳
し
く
は
後
藤
に
聞
い

て
く
れ
、
と
い
う
話
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
最
初
か
ら
テ
ー
ブ
ル

に
つ
い
て
面
談
で
き
る
、
と
い
う
形
で
、
ご

紹
介
に
つ
な
が
り
ま
す
。
当
然
、
ご
成
約
ま

で
の
時
間
も
短
縮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ご

紹
介
で
の
成
果
が
得
や
す
く
な
っ
た
の
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
で

大
き
く
変
わ
っ
た
活
動
ス
タ
イ
ル

―
コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

後
藤　
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、

自
分
に
と
っ
て
は
、
良
く
な
っ
た
、
と
今
の
と

こ
ろ
は
、前
向
き
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。ソ
ニ
ー

生
命
で
は
、
リ
モ
ー
ト
面
談
が
主
流
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
の
理
由
と
し
て
は
、
先
方
宅
ま
で
出
向

か
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
分
、
交
通
費
や
移
動
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掛
か け

飛
ひ

 まどか
慶應義塾大学文学部卒業後、大手生命
保険会社の FP 専門職として営業職員
の活動をサポート。退社後、生損保の販
促ツールやデータ集の制作、執筆など
の業務に携わったのち、2007 年より

独立。保険分野に
とどまらない執筆
活動、親子や女性
向けのイベントの
企画運営、発酵の
研究など、『人と
モノとバショをつ
なぐ』というコン
セプトで活動中。

Interviewer 応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

時
間
が
節
約
で
き
ま
す
。
特
に
鹿
児
島
は
離
島

も
あ
り
ま
す
の
で
、
出
向
く
と
な
る
と
一
日
が

か
り
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
契
約
に

つ
な
が
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
徒
労
に
終
わ
っ

た
場
合
、
残
念
な
気
持
ち
が
大
き
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
っ
た
ら
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
効
率
的
に
予
定
を
詰

め
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

商
圏
が
よ
り
広
が
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
ア

ポ
イ
ン
ト
が
よ
り
取
り
や
す
く
な
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
鹿
児
島
も
、
来
客
を
も
て
な
す

風
土
が
残
っ
て
い
ま
す
。
お
伺
い
す
る
と
な
れ

ば
、
部
屋
の
掃
除
を
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
気

持
ち
が
お
客
様
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
、
身

構
え
ら
れ
て
い
る
な
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に

変
わ
る
と
、
先
方
も
さ
ほ
ど
準
備
を
し
な
く
て

も
手
軽
に
目
的
の
話
だ
け
が
で
き
る
の
で
、
ア

ポ
イ
ン
ト
が
取
れ
る
確
率
が
上
が
っ
た
よ
う
に

お
も
い
ま
す
。

―
若
い
方
は
取
り
組
み
や
す
い
と
思
う
の

で
す
が
、
ご
年
配
の
方
は
難
し
い
の
で
は
？

後
藤　
そ
う
で
す
ね
、
自
分
も
そ
の
点
は
懸
念

し
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
を
借
り

て
ど
う
に
か
面
談
で
き
る
よ
う
な
体
制
に
作
っ

て
く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
先
日
も
離
島

に
お
住
ま
い
の
方
が
、
息
子
さ
ん
の
力
を
借
り

て
ど
う
に
か
面
談
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ご
家
族
の
ご
協
力
は
必
要
で
す
が
、
急
速
に
オ

ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
だ
の
で
、
浸
透
率
は
高
く

違
和
感
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

―
面
談
で
き
な
く
て
デ
メ
リ
ッ
ト
に
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

後
藤　
直
接
面
談
が
で
き
な
い
の
は
少
し
寂
し

い
で
す
。お
客
様
の
表
情
の
変
化
を
見
な
が
ら
、

や
り
取
り
を
し
て
い
く
事
が
楽
し
い
の
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
表
情
が
読

み
取
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
し
、
思
っ
た
こ
と
が

少
し
伝
わ
り
づ
ら
い
感
じ
が
す
る
の
は
確
か
で

す
。

　

で
も
、
面
談
効
率
は
上
が
っ
て
い
ま
す
の

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
活
か
し
つ
つ
、
ま
た
、
直
接
面
談
も
状
況
判

断
し
な
が
ら
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
『
ひ
と
な
つ
っ
こ
い
』
と
い
う
言
葉
は
、

人
の
懐
と
書
き
ま
す
が
、
文
字
通
り
、
懐
に

飛
び
込
む
の
が
と
て
も
上
手
な
印
象
の
後
藤

さ
ん
。
１
時
間
ほ
ど
の
取
材
と
何
回
か
の

メ
ー
ル
の
や
り
取
り
か
ら
、
ど
ん
な
方
に
も

丁
寧
に
誠
実
に
対
応
さ
れ
て
い
る
姿
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
紹
介
と
追
加
契
約
が
メ
イ
ン

に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
ま

す
。
職
場
の
雰
囲
気
も
良
く
て
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ

Ａ
の
活
動
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
も
多
趣
味
で
充
実
し
て
い
る
と
い
う

後
藤
さ
ん
。
自
分
の
環
境
は
自
分
次
第
で
良

く
も
悪
く
も
な
る
と
い
う
こ
と
を
見
事
に
体

現
さ
れ
て
お
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
！
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マイナンバーカードを持つマイナンバーカードを持つ

メ リットメ リット

安心・便利に活用しよう！安心・便利に活用しよう！

著者プロフィール

お役立ち情報

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
も
政
府
は
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン

ト
閣
僚
会
議
（
２
０
２
０
年
６
月
４
日
）
で

決
定
さ
れ
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
活
用
の
促
進
に
関

す
る
方
針
」
に
基
づ
き
、
各
業
所
管
官
庁
か

ら
関
係
業
界
団
体
等
に
対
し
て
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
事
業
に
よ
る
消
費
活
性
化
策
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
（
２
０
２
１

年
３
月
か
ら
開
始
予
定
）
を
念
頭
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
積
極
的
な
取
得
と
利
活
用
の

促
進
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。
今
般
、
菅

内
閣
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て

も
、
２
０
２
２
年
度
末
に
ほ
ぼ
全
国
民
に
行
き

渡
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
旨
の
発
言
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
普
及
拡
大
に
向

け
、
あ
ら
た
め
て
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
申
請
が
よ
り
便
利
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
申
請
が
よ
り
便
利
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
行
政

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
、
よ
り
正
確

か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
私
た
ち
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
社
会

保
険
料
の
減
免
な
ど
を
受
け
る
際
、
各
自
治
体

や
関
連
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
バ
ラ
バ

ラ
に
管
理
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、

「
同
一
人
物
の
も
の
で
あ
る
」
と
確
認
し
た
上
で

審
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
機

関
を
ま
た
ぐ
デ
ー
タ
の
確
認
は
、
公
正
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
に
必
須
の
手
順
で
は
あ
る
も

の
の
、
大
き
な
手
間
と
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
い
う
共

通
の
番
号
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
本
人
確
認
に

費
や
す
時
間
の
ロ
ス
が
大
幅
に
減
り
、
正
確
か

つ
迅
速
な
手
続
き
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
に
と
っ

て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ま
す
。

そ
ん
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
さ
ら
に
便
利

に
し
て
く
れ
る
ツ
ー
ル
が
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」
で
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
IC
チ
ッ
プ
が
搭
載
さ
れ
た

顔
写
真
付
き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
で
、
身

分
証
明
書
と
し
て
も
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。

IC
チ
ッ
プ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
券
面

記
載
事
項
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
、
本
人
の
写
真
な
ど
）
と
本

人
確
認
に
必
要
な
電
子
証
明
書
情
報
な
ど
、
必

要
最
低
限
の
事
項
の
み
。
税
や
年
金
と
い
っ
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
深
く
関
わ
る
個
人
情
報
は
一

切
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
提
示
し
た
だ
け
で
そ

れ
ら
が
漏
洩
す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
役
所
で
の
手
続

き
に
は
も
ち
ろ
ん
、
次
の
よ
う
な
シ
ー
ン
に
も

活
用
で
き
ま
す
。

●

身
分
証
明
書
と
し
て

身
分
証
明
書
と
し
て

携
帯
電
話
の
契
約
時
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
口
座

開
設
の
申
請
時
、
各
種
の
会
員
登
録
時
、
ラ
イ

ブ
会
場
へ
の
入
場
時
な
ど
に
、
身
分
証
明
書
と

し
て
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
社
員
証
と
し
て

豊
と し ま

島 オリカ
ライター・記者。10 年以上の事務職経験と持ち
前の探究心を活かし、2016 年フリーライターと
して独立。ライフハック、専門家インタビューな
ど「暮らしを前向きにする情報」を幅広く発信
している。【ブログ】https://note.com/orika_to
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の
活
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

●

コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
を
取
得

コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
を
取
得

住
民
票
の
写
し
や
課
税
証
明
書
な
ど
を
、
コ

ン
ビ
ニ
で
簡
単
に
取
得
で
き
ま
す
。

●

税
務
署
に
行
か
ず
に
確
定
申
告

税
務
署
に
行
か
ず
に
確
定
申
告

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム（
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
）を
使
っ

て
自
宅
で
確
定
申
告
を
完
結
で
き
る
た
め
、税
務

署
に
足
を
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん（
初
回
登
録

時
は
除
き
ま
す
）。ま
た
２
０
１
９
年
分
よ
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
機
能
を
用
い
た

ス
マ
ホ
で
の
所
得
税
申
告
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

●

各
種
行
政
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に

各
種
行
政
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に

子
育
て
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

手
続
き
を
行
う
際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

用
い
れ
ば
、
申
請
が
よ
り
便
利
に
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
健
康
保
険
証
と
し
て

の
利
用
（
２
０
２
１
年
３
月
か
ら
運
用
開
始
予

定
）、
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
（
２
０
２
４
年

度
末
ま
で
の
実
現
を
目
標
と
し
て
計
画
中
）、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
、
納
税
手
続
き
の
簡
便

化
、
民
間
企
業
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
し

て
の
活
用
な
ど
、
今
後
も
便
利
な
機
能
が
続
々

追
加
さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

気
に
な
る
安
全
対
策
は
？

気
に
な
る
安
全
対
策
は
？

紛
失
し
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

紛
失
し
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

１
枚
で
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
え
る
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
。
し
か
し
、
便
利
な
だ
け
に

安
全
性
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
く
に
懸
念
の
声
が
多
い
の
は
、「
個
人
情
報

の
漏
洩
」
と
「
な
り
す
ま
し
な
ど
の
悪
用
行
為
」。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
、
こ
れ
ら
を
予
防

す
る
対
策
も
き
ち
ん
と
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●「
個
人
情
報
の
漏
洩
」を
防
ぐ
対
策

「
個
人
情
報
の
漏
洩
」を
防
ぐ
対
策

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
IC
チ
ッ
プ
か
ら「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
そ
の
も
の
」
を
読
み
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
前
述
の
と
お
り
、
税
や
年

金
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高

い
個
人
情
報
は
、
IC
チ
ッ
プ
に
は
一
切
記
録
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
行
え
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
本
人
確
認
の
み
。

個
人
情
報
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
従
来
ど
お

り
許
可
を
得
て
、
各
機
関
の
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ

ス
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●「
な
り
す
ま
し
な
ど
の
悪
用
行
為
」を

「
な
り
す
ま
し
な
ど
の
悪
用
行
為
」を  

防
ぐ
対
策

防
ぐ
対
策

団
体
や
企
業
が
個
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提

供
を
求
め
る
際
は
、
な
り
す
ま
し
行
為
を
防
ぐ

た
め
、
身
元
確
認
も
同
時
に
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
不
正
に
取
得
・
利
用
し
た
場
合
、
実
刑
や
罰

金
な
ど
厳
し
い
罰
則
が
課
せ
ら
れ
る
等
、
法
律

面
・
シ
ス
テ
ム
面
の
両
方
か
ら
、
個
人
情
報
を

守
る
措
置
が
随
時
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
万
が
一
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
と
き
は
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話

し
、
一
時
的
に
利
用
を
停
止
し
て
か
ら
カ
ー
ド

の
再
発
行
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
を
よ
り
便
利
に
し
て
く
れ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
上
手
に
活
用
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

■首相官邸HPより■首相官邸HPより
「マイナンバーカードの普及
とマイナンバーの利活用の促
進に関する方針」

https://www.kantei.go.jp/
jp/singi/it2/kettei/pdf/
dgov_mynumber190604.pdf

※詳しくは
首相官邸の
ホームペー
ジを参照く
ださい。
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当
せ
ん
し
た
本
人
以
外
へ
の

当
せ
ん
し
た
本
人
以
外
へ
の

分
配
に
注
意
！

分
配
に
注
意
！

誰
も
が
一
度
は
一
攫
千
金
を
夢
見
る
宝
く

じ
。
近
年
は
当
せ
ん
金
額
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。２
０
２
０
年
の
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

１
等
前
後
賞
合
わ
せ
て
10
億
円
で
し
た
。
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
結
果
を
ラ
ン
ダ
ム
で
当
て
る
Ｍ
Ｅ

Ｇ
Ａ 

Ｂ
Ｉ
Ｇ
は
、
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
発
生

時
で
１
等
最
高
12
億
円
で
す
。

宝
く
じ
の
当
せ
ん
金
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

は
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ

も
宝
く
じ
の
収
益
は
、
お
よ
そ
４
割
が
都
道
府

県
と
20
の
政
令
指
定
都
市
に
納
め
ら
れ
、
公
共

事
業
等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
当
せ
ん
金

付
証
票
法
」
の
第
13
条
に
も
「
当
せ
ん
金
付
証

票
の
当
せ
ん
金
品
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
を
課

さ
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
当
せ
ん
し
た
本

人
が
受
け
取
る
と
き
だ
け
で
す
。
当
せ
ん
金
を

親
族
や
友
人
な
ど
に
分
配
す
る
と
、
贈
与
税
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
贈
与
税
に
は
、
暦

年
課
税
の
基
礎
控
除
と
い
っ
て
、
原
則
と
し
て

年
１
１
０
万
円
ま
で
の
贈
与
で
あ
れ
ば
課
税
さ

れ
な
い
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
超
え
る

と
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
10
億
円
の
当
せ
ん
金
を
受
け

取
っ
た
人
が
、
自
分
の
親
に
１
億
円
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
の
贈
与
税

は
、（
１
億
円
―

基
礎
控
除
１
１
０
万
円
）

×
税
率
55
％
―

控
除
額
４
０
０
万
円
＝
約

５
０
４
０
万
円
と
な
り
、
贈
与
税
だ
け
で
半
分

以
上
徴
収
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
宝
く
じ
を
共
同
購
入
し
た
場
合
、
当

せ
ん
金
を
受
け
取
る
際
に
メ
ン
バ
ー
全
員
分
の

「
当
せ
ん
証
明
書
」
を
発
行
す
る
と
、
贈
与
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
代
表
者
が
受
け

取
っ
て
後
か
ら
分
配
す
る
と
贈
与
税
の
対
象
に

な
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
当
せ
ん
し
た
人
が
亡
く
な
り
、
当
せ

ん
金
を
相
続
人
で
分
配
す
る
場
合
に
は
、
相
続

税
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。
税
額
は
遺
さ
れ
た

財
産
や
相
続
人
の
人
数
な
ど
で
異
な
り
ま
す

が
、
高
額
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

い
ざ
宝
く
じ
に
当
た
っ
た
ら
、
舞
い
上
が
っ

て
税
金
の
こ
と
を
考
え
ず
行
動
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
結
果
を
待
つ
間
は
、
当
せ
ん

を
祈
り
つ
つ
、
そ
の
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

宝くじの当せん金に
税金がかかる
ケースとは？

第　　　 回119

10
00
0

10
00
0
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